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(1)連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 税引前四半期純利益
当社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

 2026年3月期第3四半期 2,429,717 4.4 248,451 11.3 262,190 10.6 193,375 6.5

 2025年3月期第3四半期 2,327,519 8.0 223,279 9.0 237,147 3.3 181,539 4.5

(注)四半期包括利益 2026年3月期第3四半期 419,533百万円 (61.7％) 2025年3月期第3四半期 259,440百万円 (△10.2％)

基本的1株当たり当社株主に
帰属する四半期純利益

希薄化後1株当たり当社株主に
帰属する四半期純利益

円 銭 円 銭

 2026年3月期第3四半期 160.48 160.34

 2025年3月期第3四半期 150.75 150.59

総資産 資本合計(純資産) 株主資本 株主資本比率

百万円 百万円 百万円 ％

 2026年3月期第3四半期 5,883,086 3,724,974 3,720,296 63.2

 2025年3月期 5,249,908 3,352,682 3,348,480 63.8

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 2025年3月期 － 30.00 － 35.00 65.00

 2026年3月期 － 35.00 －

 2026年3月期(予想) 35.00 70.00

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 税引前当期純利益
当社株主に帰属する

当期純利益

1株当たり

当社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,300,000 3.3 335,000 1.5 347,000 1.9 264,500 1.4 219.45

1．2026年3月期第3四半期の連結業績(2025年4月1日～2025年12月31日)

(2)連結財政状態

(注)資本合計（純資産）は、P.8の連結貸借対照表の純資産合計を読み替えております。

2．配当の状況

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3.2026年 3月期の連結業績予想(2025年 4月 1日～2026年 3月31日）

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

(注)「1株当たり当社株主に帰属する当期純利益」の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2025年12月31日現在の発行済株式数（自己

株式数を除く）を使用しております。



① 期末発行済株式数(自己株式を含む)  2026年3月期3Q 1,243,877,184株  2025年3月期 1,243,877,184株

② 期末自己株式数  2026年3月期3Q 38,580,618株  2025年3月期 39,043,399株

③ 期中平均株式数(四半期累計)  2026年3月期3Q 1,203,627,989株  2025年3月期3Q 1,203,238,177株

※ 注記事項

(1)当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更： 無

(2)簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無

(3)会計方針の変更

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ： 無

② ①以外の会計方針の変更                  ： 無

(4)発行済株式数(普通株式)

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお

り、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件等については、添付資料P.5「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さ

い。
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（単位：億円）

2026年3月期
第3四半期累計

2025年3月期
第3四半期累計

増減額 増減率

国内売上高 34.0 ％ 8,259 32.9％ 7,656 603 7.9 ％

海外売上高 66.0 ％ 16,038 67.1％ 15,619 419 2.7 ％

売上高 100.0 ％ 24,297 100.0％ 23,275 1,022 4.4 ％

営業利益 10.2 ％ 2,485 9.6％ 2,233 252 11.3 ％

税金等調整前四半期純利益 10.8 ％ 2,622 10.2％ 2,371 250 10.6 ％

当社株主帰属四半期純利益 8.0 ％ 1,934 7.8％ 1,815 118 6.5 ％

為替レート（円／米＄） 149円 152円 △3円

為替レート（円／Euro） 172円 165円 7円

【事業セグメント別の売上高】 (単位：億円)

セグメント
2026年3月期

第3四半期累計
2025年3月期
第3四半期累計

増減額 増減率

ヘルスケア 7,653 7,313 340 4.7 ％

エレクトロニクス 3,287 3,075 212 6.9 ％

ビジネスイノベーション 8,500 8,620 △120 △1.4 ％

イメージング 4,857 4,267 590 13.8 ％

連結合計 24,297 23,275 1,022 4.4 ％

【事業セグメント別の営業利益】 (単位：億円)

セグメント
2026年3月期

第3四半期累計
2025年3月期
第3四半期累計

増減額 増減率

ヘルスケア 340 345 △5 △1.5 ％

エレクトロニクス 702 574 128 22.2 ％

ビジネスイノベーション 368 428 △60 △14.0 ％

イメージング 1,355 1,150 205 17.8 ％

全社費用等 △280 △264 △16 －

連結合計 2,485 2,233 252 11.3 ％

1.当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

　当社グループの2026年3月期第3四半期累計期間における連結売上高は、バイオCDMO、半導体材料、イ

メージング等を中心に売上を伸ばし、2兆4,297億円（前年同期比4.4％増）となりました。

　営業利益は、2,485億円（前年同期比11.3％増）となりました。税金等調整前四半期純利益は、2,622

億円（前年同期比10.6％増）、当社株主帰属四半期純利益は1,934億円（前年同期比6.5％増）となりま

した。当四半期累計期間の円為替レートは、対米ドルで149円、対ユーロで172円となりました。

※第1四半期連結会計期間より、AF(アドバンストファンクショナル）材料事業に含まれていたケミカル

試薬をエレクトロニクスセグメントからヘルスケアセグメントへ移管しております。前年同期について

も、変更後の区分方法により作成したものを記載しております。
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「ヘルスケア部門」

　ヘルスケア部門の連結売上高は、7,653億円（前年同期比4.7％増）となりました。

　当部門の営業利益は、340億円（前年同期比1.5％減）となりました。

　メディカルシステム事業では、日本・米国・欧州をはじめとする主要市場で販売が好調に推移した内

視鏡や、医用画像情報システム（PACS）「SYNAPSE」を中心としたシステム・サービス販売が日本・米

国・欧州・中東等で好調に推移した医療ITの他、血液生化学検査「富士ドライケム」機器・材料の販売

が好調に推移した体外診断（IVD）等で売上が伸長しました。一方で、中国における医療材料の需要減や

為替円高影響等により、事業全体では売上が減少しました。2025年12月には、膵臓がんの早期発見をサ

ポートする超音波内視鏡診断支援ソフトウェア「EW10-US01」を発売開始し、また、AI技術で肝臓内部の

構造把握を支援して外科手術のワークフロー効率化に寄与する、術中向けソリューションの新開発を発

表しました。当社は、今後もAIソリューションの提供により、検査の効率化と医療の質の向上、人々の

健康維持増進に貢献していきます。

　バイオCDMO事業では、前年度に稼働開始したデンマーク拠点の大型製造設備による売上寄与、及び前

年同期に稼働調整を実施していたテキサス拠点の中小型製造設備における稼働回復等により、売上が増

加しました。また、米国ノースカロライナ州では新規の大型製造工場を開設し、第一次投資設備である

20,000リットル動物細胞培養タンク8基の稼働を開始しました。当社は、急速に拡大する抗体医薬品の製

造委託ニーズに対応することで、事業成長を一段と加速していきます。

　LS（ライフサイエンス）ソリューション事業
*1
では、ライフサイエンス事業における、市況回復に伴

う培地・試薬の販売伸長や、医薬品事業における、COVID-19国産ワクチンの治験薬受託製造の増加等に

より、売上が増加しました。
*1 ライフサイエンス事業・医薬品事業・コンシューマーヘルスケア事業・CRO事業から構成

「エレクトロニクス部門」

　エレクトロニクス部門の連結売上高は、3,287億円（前年同期比6.9％増）となりました。

　当部門の営業利益は、702億円（前年同期比22.2％増）となりました。

　半導体材料事業は、AIサーバー向けの先端ロジック・先端メモリー向けの需要拡大を背景に、売上が

増加しました。半導体製造の前工程材料では、先端レジストに加え、世界トップシェアの銅配線用CMPス

ラリーが、微細化と配線層の積層数増加により製造難易度が上がる先端ロジック向けを中心に伸長しま

した。後工程材料では、AI関連製品向けの先端パッケージング拡大に伴い、チップ間を接続する層間絶

縁膜で用いられるポリイミドが伸長しました。2025年12月には、ポリイミドを含む感光性絶縁膜材料に

おける新ブランド「ZEMATES（ゼマテス）」を発表し、市場から大きな反響と引き合いを受けました。ま

た、当社が圧倒的なシェアを持つイメージセンサー領域においては「Wave Control Mosaic（ウエイブ 

コントロール モザイク）
*2
」の新製品として、KrF露光に対応したイメージセンサー用カラーフィルタ

ー材料を発売し、市場から高い評価を得ました。今後も当社は、最先端からレガシーノードまで半導体

製造プロセスのほぼ全域をカバーする豊富な製品ラインアップに加え、日米欧アジアに製造拠点を有す

る安定供給体制や高い研究開発力を生かしたワンストップソリューションにより、顧客の課題解決に取

り組み、半導体産業の発展に貢献していきます。

　AF（アドバンストファンクショナル）材料事業は、新規ディスプレイ材料の採用が進んだ一方で、デ

ータテープの販売減少等により、事業全体では売上が減少しました。
*2 広範囲な波長の電磁波（光）をコントロールする当社の機能性材料群の総称。デジタルカメラやスマートフォンに用

いられるCMOSセンサーなどのイメージセンサーのカラーフィルターを製造するための着色感光材料を含む。

「ビジネスイノベーション部門」

　ビジネスイノベーション部門の連結売上高は、8,500億円（前年同期比1.4％減）となりました。

　当部門の営業利益は、368億円（前年同期比14.0％減）となりました。

　ビジネスソリューション事業では、国内におけるWindows10サポート終了に伴う買い替え需要を梃子に

したDX関連ソリューションや自治体向けサービスの販売伸長等により、売上が増加しました。

　オフィスソリューション事業では、アジア・パシフィック地域の市況低迷や低採算機種の販売終了等

を背景とした販売減少や欧米向け輸出の減少等により、売上が減少しました。2025年12月にはアジア・

パシフィック地域の全生産拠点で使用する電力を100%再生可能エネルギー化することを達成しました。

　グラフィックコミュニケーション事業では、デジタルプリンターの欧米向け販売が増加するも、アナ

ログ印刷分野における刷版材料の欧米向けの販売減少や製版材料の低採算品の販売終了等により、売上

が減少しました。2025年12月には、AI技術を活用した新機能で印刷業務を自動化・効率化するプロダク

ションプリンター「Revoria Press PC2120」を発売しました。
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(単位：億円)

2026年3月期
第3四半期累計

2025年3月期
第3四半期累計

増減

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,543 2,828 △285

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,188 △4,279 91

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,670 1,696 △26

「イメージング部門」

　イメージング部門の連結売上高は、4,857億円（前年同期比13.8％増）となりました。

　当部門の営業利益は、1,355億円（前年同期比17.8％増）となりました。

　コンシューマーイメージング事業では、累計販売台数1億台を突破したインスタントフォトシステム

「instax」の伸長により、売上が増加しました。主力機種である「instax mini 12」や「instax mini 

Evo」に加え、前年度に発売した「instax WIDE 400」、「instax Link 3」、「instax WIDE Evo」等の

異なるユーザー層に向けた多彩な製品の販売が引き続き好調に推移しています。2025年4月にはクラシッ

クデザインのエントリーモデル「instax mini 41」を、2025年11月には音と静止画の組み合わせを進化

させた「instax mini LiPlay+」を発売し、新規ユーザー獲得も進んでいます。また、2025年12月には 

instax“チェキ”フィルムの生産設備増強を発表し、世界的な需要拡大への対応を進めています。今後

も、撮影したその場でプリントを楽しめる「instax」の魅力を広げるとともに、写真の価値と楽しさを

伝えていきます。

　プロフェッショナルイメージング事業では、デジタルカメラの販売伸長により、売上が増加しまし

た。前年度に発売した機種に加え、「FUJIFILM GFX100RF」、「X half（製品名：FUJIFILM X-HF1）」、

「FUJIFILM X-E5」等の新製品が牽引し、販売が好調に推移しています。さらに2025年10月には映像制作

用カメラ「FUJIFILM GFX ETERNA 55」を、2025年11月には、ミラーレスデジタルカメラ「FUJIFILM X-

T30 III」を発売しました。今後も「GFX シリーズ」ではラージフォーマットによる圧倒的高画質を、

「X シリーズ」では画質とサイズのベストバランスを実現することに加えて、「FUJIFILM GFX100RF」や

「X half」のような新しいコンセプトのカメラを生み出すことで、デジタルカメラユーザーや映像業界

に魅力的な製品を提供していきます。

(2）財政状態に関する説明

　2026年3月期第3四半期末は、有形固定資産等の増加により、前期末（2025年3月31日）に比べ、資産が

6,332億円増の5兆8,831億円となりました。負債は2,609億円増の2兆1,581億円となりました。株主資本

は3,718億円増の3兆7,203億円となりました。この結果、流動比率は前期末に比べ2.9ポイント増の

143.4％の一方、負債比率は1.3ポイント増の58.0％、株主資本比率は0.6ポイント減の63.2％となりまし

たが、資産の流動性及び資本構成の安定性をともに維持しております。

【キャッシュ・フローの状況】

　2026年3月期第3四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、受取債権の減少等に

より、2,543億円の収入となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の購入等に

より、4,188億円の支出となりました。この結果、営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動による

キャッシュ・フローを合計したフリー・キャッシュ・フローは、△1,645億円となりました。財務活動に

よるキャッシュ・フローは、長期債務による調達等により、1,670億円の収入となりました。

　現金及び現金同等物の2026年3月期第3四半期末残高は、前期末(2025年3月31日)に比べ160億円増加

し、1,881億円となりました。
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(単位：億円)

前回発表予想(A)
(2025年11月6日発表)

今回修正予想
(B)

増減額
(B－A)

増減率
（％）

(参考)前期実績
(2025年3月期)

売上高 33,000 33,000 － － 31,958

営業利益 3,310 3,350 40 1.2% 3,302

税金等調整前

当期純利益
3,430 3,470 40 1.2% 3,406

当社株主帰属

当期純利益
2,620 2,645 25 1.0% 2,610

一株当たり

当社株主帰属

当期純利益

217.38円 219.45円 2.07円 1.0% 216.67円

ROE（％） 7.7 7.7 － － 8.0

ROIC（％） 5.5 5.5 － － 5.9

為替レート

（円／米＄）
145円 150円 5円 － 152円

為替レート

（円／Euro）
162円 173円 11円 － 164円

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

（2026年3月期の連結業績予想）

　2026年3月期業績は、エレクトロニクスとイメージングの販売好調等を織り込み、連結業績予想を修正

します。連結売上高は3兆3,000億円(前回予想から変更なし)、営業利益は3,350億円(前回比1.2％増)、

税金等調整前当期純利益は3,470億円(前回比1.2％増)、当社株主帰属当期純利益は2,645億円(前回比

1.0％増)を予想しております。

　通期での対米ドル円為替レートを150円、対ユーロ円為替レートを173円で想定しております。
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2. サマリー情報（注記事項）に関する事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

(3) 会計方針の変更

　該当事項はありません。

3. 継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2026年3月期第3四半期
連結会計期間末

2025年12月31日現在

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
2025年3月31日現在

増減
(△は減少)

［資産の部］

流動資産

現金及び現金同等物 188,135 172,111 16,024

受取債権

営業債権 679,566 680,635 △1,069

リース債権 31,729 32,821 △1,092

関連会社等に対する債権 2,085 2,371 △286

信用損失引当金 △15,364 △15,841 477

698,016 699,986 △1,970

棚卸資産 640,330 543,976 96,354

前払費用及びその他の流動資産 194,753 165,608 29,145

流動資産 合計 1,721,234 1,581,681 139,553

投資及び長期債権

関連会社等に対する投資及び貸付金 37,643 37,785 △142

投資有価証券 43,748 72,298 △28,550

長期リース債権 48,182 47,431 751

その他の長期債権 77,757 53,176 24,581

信用損失引当金 △1,312 △1,396 84

投資及び長期債権 合計 206,018 209,294 △3,276

有形固定資産

土地 113,140 110,067 3,073

建物及び構築物 1,017,352 934,470 82,882

機械装置及びその他の有形固定資産 1,802,554 1,717,518 85,036

建設仮勘定 1,216,390 888,245 328,145

4,149,436 3,650,300 499,136

減価償却累計額 △1,944,340 △1,863,825 △80,515

有形固定資産 合計 2,205,096 1,786,475 418,621

その他の資産

オペレーティング・リース使用権資産 130,946 113,476 17,470

営業権 985,389 947,924 37,465

その他の無形固定資産 152,043 157,547 △5,504

その他 482,360 453,511 28,849

その他の資産 合計 1,750,738 1,672,458 78,280

 資産 合計 5,883,086 5,249,908 633,178

4. 四半期連結財務諸表

(1)四半期連結貸借対照表
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2026年3月期第3四半期
連結会計期間末

2025年12月31日現在

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
2025年3月31日現在

増減
(△は減少)

［負債の部］

流動負債

社債及び短期借入金 299,057 215,103 83,954

支払債務

営業債務 306,564 279,362 27,202

設備関係債務 84,760 109,543 △24,783

関連会社等に対する債務 1,491 1,672 △181

392,815 390,577 2,238

未払法人税等 57,625 32,701 24,924

未払費用 240,839 252,788 △11,949

短期オペレーティング・リース負債 36,280 31,582 4,698

その他の流動負債 173,913 203,189 △29,276

流動負債 合計 1,200,529 1,125,940 74,589

固定負債

社債及び長期借入金 642,245 470,805 171,440

退職給付引当金 24,542 25,368 △826

長期オペレーティング・リース負債 96,398 84,795 11,603

その他の固定負債 194,398 190,318 4,080

固定負債 合計 957,583 771,286 186,297

負債 合計 2,158,112 1,897,226 260,886

［純資産の部］

株主資本

資本金 40,363 40,363 －

普通株式

発行可能株式総数  2,400,000,000株

発行済株式総数    1,243,877,184株

利益剰余金 3,075,826 2,930,151 145,675

その他の包括利益累積額 658,540 433,047 225,493

自己株式 △54,433 △55,081 648

株主資本 合計 3,720,296 3,348,480 371,816

非支配持分 4,678 4,202 476

純資産 合計 3,724,974 3,352,682 372,292

 負債・純資産 合計 5,883,086 5,249,908 633,178

2025年12月31日現在 2025年3月31日現在
増減

（△は減少）

為替換算調整額 660,066 433,944 226,122

年金負債調整額 △1,526 △862 △664

デリバティブ未実現損益 － △35 35

 (注)その他の包括利益累積額 内訳
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2026年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2025年 4月 1日

至　2025年12月31日

2025年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年12月31日

増減

(△は減少)

増減額 増減率

％ ％ ％

売上高 100.0 2,429,717 100.0 2,327,519 102,198 4.4

売上原価 59.1 1,436,875 58.9 1,371,766 65,109 4.7

売上総利益 40.9 992,842 41.1 955,753 37,089 3.9

営業費用

販売費及び一般管理費 25.7 625,376 26.3 611,012 14,364 2.4

研究開発費 4.9 119,015 5.2 121,462 △2,447 △2.0

30.6 744,391 31.5 732,474 11,917 1.6

営業利益 10.2 248,451 9.6 223,279 25,172 11.3

営業外収益及び費用(△)

受取利息及び配当金 9,770 10,305 △535

支払利息 △4,130 △6,142 2,012

為替差損益・純額 △4,375 1,681 △6,056

持分証券に関する損益・純額 947 △820 1,767

その他損益・純額 11,527 8,844 2,683

0.6 13,739 0.6 13,868 △129 △0.9

税金等調整前四半期純利益 10.8 262,190 10.2 237,147 25,043 10.6

法人税等 2.9 71,611 2.4 54,818 16,793 30.6

持分法による投資損益 0.1 3,213 0.0 △148 3,361 －

四半期純利益 8.0 193,792 7.8 182,181 11,611 6.4

控除:非支配持分帰属損益 0.0 △417 0.0 △642 225 －

 当社株主帰属四半期純利益 8.0 193,375 7.8 181,539 11,836 6.5

(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

【第3四半期連結累計期間】
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2026年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2025年10月 1日

至　2025年12月31日

2025年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2024年10月 1日

至　2024年12月31日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

％ ％ ％

売上高 100.0 857,354 100.0 812,770 44,584 5.5

売上原価 59.5 509,847 58.9 478,655 31,192 6.5

売上総利益 40.5 347,507 41.1 334,115 13,392 4.0

営業費用

販売費及び一般管理費 25.2 215,832 25.3 205,617 10,215 5.0

研究開発費 4.9 41,710 5.0 40,823 887 2.2

30.0 257,542 30.3 246,440 11,102 4.5

営業利益 10.5 89,965 10.8 87,675 2,290 2.6

営業外収益及び費用(△)

受取利息及び配当金 3,846 3,280 566

支払利息 △1,292 △1,867 575

為替差損益・純額 987 2,698 △1,711

持分証券に関する損益・純額 4,288 3,206 1,082

その他損益・純額 2,482 1,761 721

1.2 10,311 1.1 9,078 1,233 13.6

税金等調整前四半期純利益 11.7 100,276 11.9 96,753 3,523 3.6

法人税等 3.2 27,741 3.1 24,897 2,844 11.4

持分法による投資損益 0.1 795 0.0 △475 1,270 －

四半期純利益 8.6 73,330 8.8 71,381 1,949 2.7

控除:非支配持分帰属損益 0.0 △187 0.0 △142 △45 －

 当社株主帰属四半期純利益 8.5 73,143 8.8 71,239 1,904 2.7

【第3四半期連結会計期間(3ヶ月)】

- 10 -

富士フイルムホールディングス(株) (4901)
2026年3月期　第3四半期決算短信



単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2026年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2025年 4月 1日

至　2025年12月31日

2025年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年12月31日

増減
（△は減少）

四半期純利益 193,792 182,181 11,611

その他の包括利益(△損失)　－税効果調整後

為替換算調整額 226,370 77,828 148,542

年金負債調整額 △664 △709 45

デリバティブ未実現損益 35 140 △105

合計 225,741 77,259 148,482

四半期包括利益 419,533 259,440 160,093

控除:非支配持分帰属四半期包括損益 △665 △662 △3

 当社株主帰属四半期包括利益 418,868 258,778 160,090

（四半期連結包括利益計算書）

【第3四半期連結累計期間】

単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　期別

　　科目

2026年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2025年10月 1日

至　2025年12月31日

2025年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2024年10月 1日

至　2024年12月31日

増減
（△は減少）

四半期純利益 73,330 71,381 1,949

その他の包括利益(△損失)　－税効果調整後

為替換算調整額 156,991 164,780 △7,789

年金負債調整額 △261 △535 274

デリバティブ未実現損益 △3 119 △122

合計 156,727 164,364 △7,637

四半期包括利益 230,057 235,745 △5,688

控除:非支配持分帰属四半期包括損益 △341 △417 76

 当社株主帰属四半期包括利益 229,716 235,328 △5,612

【第3四半期連結会計期間(3ヶ月)】
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単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2026年3月期第3四半期

自　2025年4月1日

　至　2025年12月31日

2025年3月期第3四半期

自　2024年4月1日

　至　2024年12月31日

増減
（△は減少）

Ⅰ.営業活動によるキャッシュ・フロー

1．四半期純利益 193,792 182,181 11,611

2．営業活動により増加した純キャッシュへの調整

(1) 減価償却費 124,216 117,867 6,349

(2) 持分証券に関する損益 △947 820 △1,767

(3) 持分法による投資損益(受取配当金控除後) △2,464 535 △2,999

(4) 資産及び負債の増減

受取債権の減少 34,975 27,689 7,286

棚卸資産の増加(△) △66,739 △56,598 △10,141

営業債務の増加 16,763 18,996 △2,233

前払費用及びその他の流動資産の増加(△) △20,696 △13,027 △7,669

未払法人税等及びその他負債の増加・減少(△) △7,422 11,802 △19,224

(5）その他 △17,213 △7,464 △9,749

小計 60,473 100,620 △40,147

営業活動によるキャッシュ・フロー 254,265 282,801 △28,536

Ⅱ.投資活動によるキャッシュ・フロー

1. 有形固定資産の購入 △406,056 △379,119 △26,937

2. ソフトウェアの購入 △35,495 △41,244 5,749

3. 投資有価証券の売却及び満期償還 29,889 8,314 21,575

4. 投資有価証券の購入 △595 △430 △165

5. 定期預金の増加(△)・減少(純額) △2,086 407 △2,493

6. 関連会社投融資及びその他貸付金の増加 △169 － △169

7. 事業の買収 △3,555 △3,710 155

    (買収資産に含まれる現金及び現金同等物控除後)

8. 事業の売却 7,752 － 7,752

    (処分した現金及び現金同等物控除後)

9. その他 △8,465 △12,074 3,609

投資活動によるキャッシュ・フロー △418,780 △427,856 9,076

Ⅲ.財務活動によるキャッシュ・フロー

1. 長期債務による調達額 170,000 350,000 △180,000

2. 長期債務の返済額 △66,930 △31,675 △35,255

3. 満期日が3ヵ月以内の短期債務の増加・減少(△)(純額) 148,453 △76,403 224,856

4. 親会社による配当金支払額 △84,354 △68,252 △16,102

5. 非支配持分への配当金支払額 △331 △292 △39

6. 自己株式の取得及び売却 △9 △15 6

7. 非支配持分との資本取引 141 △671 812

8. その他 42 △3,102 3,144

財務活動によるキャッシュ・フロー 167,012 169,590 △2,578

Ⅳ.為替変動による現金及び現金同等物への影響 13,527 11,997 1,530

Ⅴ.現金及び現金同等物純増加 16,024 36,532 △20,508

Ⅵ.現金及び現金同等物期首残高 172,111 179,715 △7,604

Ⅶ.現金及び現金同等物中間期末残高 188,135 216,247 △28,112

(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　 【売上高】 単位 百万円

　　　　　　　　　　　　期別 2026年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2025年 4月 1日

至　2025年12月31日

2025年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年12月31日

増減

（△は減少）

　科目 増減額 増減率

売上高 ： 構成比 (％) 構成比 (％) ％

ヘルスケア 31.5 765,319 31.4 731,300 34,019 4.7

エレクトロニクス 13.5 328,675 13.2 307,508 21,167 6.9

ビジネスイノベーション 35.0 850,017 37.1 862,048 △12,031 △1.4

イメージング 20.0 485,706 18.3 426,663 59,043 13.8

連結 合計 100.0 2,429,717 100.0 2,327,519 102,198 4.4

　　【費用】 単位 百万円

　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2026年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2025年 4月 1日

至　2025年12月31日

2025年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年12月31日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

研究開発費 ： ％

ヘルスケア 40,705 45,396 △4,691 △10.3

エレクトロニクス 21,241 18,906 2,335 12.4

ビジネスイノベーション 42,215 40,952 1,263 3.1

イメージング 9,078 9,118 △40 △0.4

計 113,239 114,372 △1,133 △1.0

全社 5,776 7,090 △1,314 △18.5

連結 合計 119,015 121,462 △2,447 △2.0

その他営業費用 ：

ヘルスケア 690,642 651,425 39,217 6.0

エレクトロニクス 237,226 231,167 6,059 2.6

ビジネスイノベーション 771,051 778,338 △7,287 △0.9

イメージング 341,100 302,536 38,564 12.7

計 2,040,019 1,963,466 76,553 3.9

全社 22,232 19,312 2,920 15.1

連結 合計 2,062,251 1,982,778 79,473 4.0

　 【営業利益】 単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　期別 2026年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2025年 4月 1日

至　2025年12月31日

2025年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年12月31日

増減

（△は減少）

　科目 増減額 増減率

営業利益 ： 利益率 (％) 利益率 (％) ％

ヘルスケア 4.4 33,972 4.7 34,479 △507 △1.5

エレクトロニクス 21.4 70,208 18.7 57,435 12,773 22.2

ビジネスイノベーション 4.3 36,751 5.0 42,758 △6,007 △14.0

イメージング 27.9 135,528 27.0 115,009 20,519 17.8

計 276,459 249,681 26,778 10.7

全社費用等 △28,008 △26,402 △1,606 －

連結 合計 10.2 248,451 9.6 223,279 25,172 11.3

（セグメント情報）

1)第3四半期連結累計期間

①事業別セグメント情報
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ヘルスケア ： メディカルシステム機材、バイオ医薬品製造開発受託、

細胞・培地・試薬等の創薬支援材料、医薬品、化粧品・サプリメント等

エレクトロニクス ： 半導体材料、ディスプレイ材料、産業機材、ファインケミカル等

ビジネスイノベーション ： ソリューション・サービス、デジタル複合機、

グラフィックコミュニケーションシステム機材、インクジェット機材等

イメージング ： インスタントフォトシステム、カラーフィルム、

写真プリント用カラーペーパー・サービス・機器、デジタルカメラ、光学デバイス等

　　【総資産】 単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2026年3月期

2025年12月31日現在残高

2025年3月期

2025年3月31日現在残高

増減

（△は減少）

増減額 増減率

総資産 ： ％

ヘルスケア 3,094,105 2,607,431 486,674 18.7

エレクトロニクス 808,068 761,391 46,677 6.1

ビジネスイノベーション 1,406,364 1,373,286 33,078 2.4

イメージング 454,906 364,437 90,469 24.8

計 5,763,443 5,106,545 656,898 12.9

全社 119,643 143,363 △23,720 △16.5

連結 合計 5,883,086 5,249,908 633,178 12.1

　　【減価償却・設備投資】 単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　　　期別

　 科目

2026年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2025年 4月 1日

至　2025年12月31日

2025年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年12月31日

増減

（△は減少）

増減額 増減率

減価償却費 ： ％

ヘルスケア 53,468 44,248 9,220 20.8

エレクトロニクス 22,282 21,437 845 3.9

ビジネスイノベーション 33,478 38,791 △5,313 △13.7

イメージング 11,787 11,322 465 4.1

全社 3,201 2,069 1,132 54.7

連結 合計 124,216 117,867 6,349 5.4

設備投資額 ：

ヘルスケア 339,933 359,702 △19,769 △5.5

エレクトロニクス 25,234 25,485 △251 △1.0

ビジネスイノベーション 44,867 52,839 △7,972 △15.1

イメージング 17,329 14,344 2,985 20.8

全社 3,563 3,914 △351 △9.0

連結 合計 430,926 456,284 △25,358 △5.6

(注)各区分に属する主要な製品の名称

※2025年3月期連結会計年度より、基準書2023-07「セグメント情報開示の改善」を適用し、セグメント費用を追加並びに

設備投資額に無形資産等を含めて開示しております。これに伴い、2025年3月期第3四半期連結累計期間についても、2026

年3月期第3四半期連結累計期間と同様の集計方法を適用した数値を開示しております。

※第1四半期連結会計期間より、AF材料事業に含まれていたケミカル試薬をエレクトロニクスセグメントからヘルスケア

セグメントへ移管しております。前年同期についても、変更後の区分方法により作成したものを記載しております。
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　 【海外売上高(仕向地ベース)】 単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　期別 2026年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2025年 4月 1日

至　2025年12月31日

2025年3月期第3四半期

連結累計期間

自　2024年 4月 1日

至　2024年12月31日

増減

（△は減少）

　科目 増減額 増減率

売上高 ： 構成比 (％) 構成比 (％) ％

国内 34.0 825,911 32.9 765,647 60,264 7.9

海外

米州 20.0 486,017 20.9 487,212 △1,195 △0.2

欧州 17.6 427,116 16.9 392,247 34,869 8.9

アジア及びその他 28.4 690,673 29.3 682,413 8,260 1.2

計 66.0 1,603,806 67.1 1,561,872 41,934 2.7

連結 合計 100.0 2,429,717 100.0 2,327,519 102,198 4.4

②所在地別セグメント情報

(注)【海外売上高(仕向地ベース)】は、取引先の所在地により区分し、表示しております。
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　 【売上高】 単位 百万円

　　　　　　　　　　期別 2026年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2025年10月 1日

至　2025年12月31日

2025年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2024年10月 1日

至　2024年12月31日

増減

（△は減少）

　科目 増減額 増減率

売上高 ： 構成比 (％) 構成比 (％) ％

ヘルスケア 31.0 266,134 30.4 247,056 19,078 7.7

エレクトロニクス 13.9 119,209 12.5 101,878 17,331 17.0

ビジネスイノベーション 32.4 277,830 36.2 294,371 △16,541 △5.6

イメージング 22.6 194,181 20.9 169,465 24,716 14.6

連結 合計 100.0 857,354 100.0 812,770 44,584 5.5

ヘルスケア ： メディカルシステム機材、バイオ医薬品製造開発受託、

細胞・培地・試薬等の創薬支援材料、医薬品、化粧品・サプリメント等

エレクトロニクス ： 半導体材料、ディスプレイ材料、産業機材、ファインケミカル等

ビジネスイノベーション ： ソリューション・サービス、デジタル複合機、

グラフィックコミュニケーションシステム機材、インクジェット機材等

イメージング ： インスタントフォトシステム、カラーフィルム、

写真プリント用カラーペーパー・サービス・機器、デジタルカメラ、光学デバイス等

　 【海外売上高(仕向地ベース)】 単位 百万円

　　　　　　　　　　　　　　期別 2026年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2025年10月 1日

至　2025年12月31日

2025年3月期第3四半期

連結会計期間

自　2024年10月 1日

至　2024年12月31日

増減

（△は減少）

　科目 増減額 増減率

売上高 ： 構成比 (％) 構成比 (％) ％

国内 32.2 275,958 32.1 260,849 15,109 5.8

海外

米州 20.5 175,411 21.9 177,910 △2,499 △1.4

欧州 17.9 153,459 17.1 138,660 14,799 10.7

アジア及びその他 29.5 252,526 29.0 235,351 17,175 7.3

計 67.8 581,396 67.9 551,921 29,475 5.3

連結 合計 100.0 857,354 100.0 812,770 44,584 5.5

2)第3四半期連結会計期間(3ヶ月)

①事業別セグメント情報

※第1四半期連結会計期間より、AF材料事業に含まれていたケミカル試薬をエレクトロニクスセグメントからヘルスケア

セグメントへ移管しております。前年同期についても、変更後の区分方法により作成したものを記載しております。

(注)各区分に属する主要な製品の名称

②所在地別セグメント情報

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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